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論 文 内 容 の 要 旨 

 

歯科治療や外傷により歯髄組織が露出した場合、直接覆髄材を露髄面に作用させるこ
とで修復象牙質形成を促し、歯髄組織を保存する直接覆髄法が実施されているが、修復

象牙質形成の詳細なメカニズムは明らかになっていない。一方マクロファージは、初期
免疫応答に関与する M1 マクロファージと、組織の再構築に関与する M2 マクロファー

ジに大別されることが報告されているが、直接覆髄後の歯髄組織に及ぼす影響について
は十分な解明がされていない。そこで本研究では、直接覆髄後の歯髄組織におけるマク

ロファージの発現を解析し、修復象牙質形成過程におけるその機能について検討した。
Wistar ラット (8 週齢・雄性) の上顎左側第一臼歯の近心頬側咬頭を#1/2 ラウンドバー

で点状露髄させ、MTA セメントで直接覆髄を行った。組織切片を作製し、ラット歯髄
組織における M1 マクロファージマーカーCD86 および M2 マクロファージマーカー

CD206 の発現について、免疫組織化学染色を用いて経時的に解析した。その結果、M1

マクロファージは直接覆髄 3 日後の歯髄組織において最も多い集簇を示し、M2 マクロ

ファージは修復象牙質形成が開始する直接覆髄 7 日後に最も多い集簇を示した。また、
M2 マクロファージがヒト歯髄幹細胞 (DPSC) の象牙芽細胞様分化に及ぼす影響につ

いて検討を行った。その結果、M2 マクロファージの培養上清は、DPSC の象牙芽細胞
様分化を有意に促進することが明らかになった。 

以上の結果より、M1 マクロファージは露髄後早期の歯髄組織に集簇し、M2 マクロ
ファージは直接覆髄後の修復象牙質形成に関与している可能性が示唆された。  



 


